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   Les informations sur  l'uretrite non gonococcique ont  etees  rapportees par plusieurs 
savants  apres la 2  erne grande Guerre. Nous rapportont sur les informations,  parti-
culierement, sur les  resultats de la culture des microbes dans  l'ilretre aux cas de  l'ure-
trite chronique non gonococcique dans notre clinique, pendant de juillet 1956 a juin 1958, 
et sur leur  sensibilitê pour les antibiotiques. 
   On a pu cultiver Streptococcus (10 cas), Bacillus  diphtheroid (9 cas), Staphylococcus 
(5 cas), Micrococcus (20 cas), etc.. Dans les examens de la  sensibilite pour les antibioti-
ques, les microbes tenaient  relativement la  sensibilite pour le  Chloramphenicol, mais  ils 
montaient la  resistance, plus ou  moins, pour la Sulfamine, la  Penicilline, la  Streptomycine, 
la  Chlortetracyline, t  l'Oxytêtracycline.
1緒 言
Penicilli11その他 の抗 生物質,化 学療法 に よ
り淋疾が容易に治療 し得 る様 になつ てか ら,淋
疾の薬剤に対す る抵抗 性,再 発,淋 疾後尿道
炎,と 共 に,非 淋菌性尿道炎が注 目され る様に
なつた.一 過性 に消退す るものはともか くと し
て,漫 性に経過 し,種 汝の治療 に抵抗 し,又 し
ばしば再発す るものが,厄 介な問題 としてあ ら
われて来た,こ れ等 は慢性淋疾,抗 療性淋疾,
あるいは再発性淋疾 として取扱 われ て来 たもの
が多いが,細 菌学的検査iでは淋菌 は証 明 され な
い.こ の様 な尿道炎が最近か な り多 くな り,他
方,尿 道炎 を恐れ るのあ まり,何 等異常 のない
にも拘らず,種 々の訴 えを有す る患者,い わば
尿道炎恐怖症 も少 くない.我 々は尿道炎の訴 え
を有する患者の一部 に細菌培養検査を行い,培





























3.M.S.30 (+) UrOdynie P6nicilline(10j.)(u)Coccusgram-positifBacillusgram・positif




6.T.Y.24 (+) UrodyeniUrinetrouble P6nicilline
(u)Bacillusdiphth6roid
Micrococcusureae








9.0.A.26 11almois Sensationd6sagr6-ablea1'ur6tre P6nicilline Micrococcus
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22.T.K.25 (+) Secretionpurulente Micrococcusureae
23,H.T,32 Micrococcusurea
S6cretionpurulente,











































Streptomycin等が使 わ れ てい る.培 養 菌 は,尿 小 球
菌が最 も多 く20例で あ るが,こ れが 直 ち に 病 原菌 で あ
るとは考 え難 い.連 鎖 状 球 菌10例Diphtheroid桿菌
9例,葡 萄状球 菌5例,そ の 他 若干 で あ る.又,臨 床
症状 としては排 尿痛(urodynie)(9),尿道 不快 感(sen'
sationd6sagreable溢ur6tre)(9)が多 く,掴 濁 尿
(urinetrouble),残尿 感(sensationd'uriner6-
siduelle),疲瘍時 な どに膿 様 分泌 物 も出す もの(s6・
c「etionPu「ulentenfatigue)等が あ る.尤 も これ
等の中にも,か な り誇 張 され た.神 経 衰 弱 的 な訴 え も
若干は含 まれ てい る と思わ れ る.
2回以上 培養 を行 い,経 過 を 追 うこ との 出来 た8例
につい て,菌 の培 養 と用い た 治療 薬 品 との 関係 を 検 討
し,こ れを 第2表 に 示 した.第1例 で はSulfa剤,
Penicillinは殆 ん ど効 果 を示 して い な い.第2例 は 恐
らくAureomycinが効果 が あ つ た と思 わ れ る.第3
例は一応効 果が あ つた 様 に も見 え るが,違 つ た菌 が培
養 されてお り,こ れ は 尿 道洗 灘(lavage)のた め か も
知れない.第4例 はPenicillinとSulf剤で一 旦 連
鎖状球菌が 消失 した が 再 発 し,再 度Pellicillill錠
(Pasti11e)で消失 し た.第5例 はSロlfa剤 とlrot-
ycinが奏効 し てい る.第6例 はPenicillin無効,
Streptomycinと110tycinが有効 で あ つ た様 で,第
7例は何 も効 い て いな い のみ な らず,尿 道 洗源 の ため
で あ ろ うか,他 種 類 の菌 を も証 明 し てい る.第8例 は
DiPhtheroid桿菌 に は110tycin,葡萄状 球 菌 には
Chloromycetinも無効,新 らし いSulfa剤 ・Uro　
Cydalが効果 を 示 した.尿 小 球菌 は何 れ の例 に 於 て も
変 化 な く,消 失 し てい な い.Penicillinは第4例 では
効 果 を 示 した が,多 くは 無 効で あ る。(こ う云 うもの
を一 般 にはPenicillin耐性を 生 じた淋 疾 し てい る様
で あ る)Diphtheroid桿菌 に は110tycinが有 効 の様
で あ る.尿 道 洗 蘇 はあ ま り効 果 が な く,手 技 が 拙 劣で
あつ た た め か も知 れ ない が,む し ろ他 の菌 の発 育 を 見
た りし,あ ま り期 待 さ る可 き治 療 法で は な い と思 わ れ
る.
第3表 には,5例 に つ いて,そ れ 迄 の治 療 と,培 養
菌 と,こ の菌 の諸 抗 生物 質に 対す る感 受性 テ ス トを表
示 した.第1例 はChloramphenicolとStreptomy-
cinにのみ 感 受 性 を有 し,前 に使 用 したPenicillin
Sulfa剤は 勿論,Chlortetracyclin,Oxytetracyclin
に も抵 抗 を示 して い る.第2例 で はChlorampheni-
co1のみ 感 受 法 を 有 して い たが,6日 間 のChloro-
mycetin使用 で抵 抗 性 を示 した.第3例 は種 々の 治
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療 を行 つ て い るに も拘 らず,Sulf剤 を除 き殆 ん ど抵
抗 を生 じて い ない 第4例 は培 養 され た2種 の 菌 につ
い て 検べ た が,何 れ もChloramphenico1,Sulfa剤
に 感 受性 を 有 し,Penicillin,Chlortetracyclin,
Oxytetracyclinに抵 抗 を 示 して い る.第5例 は
Chlorarnphenicolのみ 感 受 性 を有 し,他 は 抵抗 を示
し てい た.Diphtheroid桿菌 であ るた め,110tycin
を も用 い て奏効 したが,3日 間 のみ のChlorQmyce-










































1)昭 和31年7月 よ り,33年6月 までの慢性
非淋菌性尿道炎患者 の一部 に,尿 あるいは尿道
分泌物 の培養を行 い,連 鎖状球菌10,Diphthe-
roid桿菌9,葡 萄状球菌5,尿 小球菌20,そ
の他若干 の成績が得 られたが,こ れ等が病原菌
である とは勿論速 断 し難い.
2)こ れ等 症例 の大部分 は淋疾 の既往を有 し
又,抗 療性慢 性淋菌性尿道炎 として取 り扱われ
てお り,SUIfa剤Penicillin,Chlortetracyc1血
Streptomycin等の治療 を受 けてい る.
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Tableau2・DroguesetMicrobes(en.poursuivantauxphase)










3.Y.S.24 (+) P6nicilline(?) →Str6ptococcuspyog6nesBacillusgra皿一n6gatif
T6tracyne(9j),Aur60mycine(3j),
Ilotycine(6j),Protargol-1avage(4j)→Staphylococcus













































→Micrococcusureae 十十 十 十 十



























→Bacillusdiphtheroid十十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
5.0.S.40 (+) Sensationdesagre。ablea1'uretre Penicilline
一レBacillusdipheroid 十 十 十 十
↓
(一)
← 謙 濫
,!琶{孟。(,j.)-M・cr・c・cc・・ureae
十 十 十
Sul.
Pen.
S.M.
A.M.
T.M.
C.M.
:Sulfamine
=Penieilline
=Streptmyeine
:Chlortetracline
OxytetraCycline
=Chlorarnphenicol
